
(57)【要約】

【課題】　短時間でコストを低減させて製作できる製造

金型を用いてパルプモウルド成形されるパルプモウルド

緩衝材を提供する。

【解決手段】　被緩衝物の緩衝材として用いるためにパ

ルプモウルド成形されるパルプモウルド緩衝材２であっ

て、このパルプモウルド緩衝材２は、平板状の平面部３

から突出状に、断面が先端に向かって縮小する例えば截

頭円錐台形状の中空の突起部４，４，４が一体成形され

、平面部３を折り曲げて立体構造にすることができるよ

うに構成されている。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  被 緩 衝 物 の 緩 衝 材 と し て 用 い る た め に パ ル プ モ ウ ル ド 成 形 さ れ る パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材
で あ っ て 、 該 パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 は 、 平 面 部 か ら 突 出 状 に 、 断 面 が 先 端 に 向 か っ て 縮 小
す る 中 空 状 の 突 起 部 が 一 体 成 形 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 。
【 請 求 項 ２ 】
  前 記 平 面 部 を 折 り 曲 げ て 立 体 構 造 に す る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 。
【 請 求 項 ３ 】
  前 記 突 起 部 の 個 数 は 、 前 記 被 緩 衝 物 の 質 量 に 対 応 し た 個 数 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 。
【 請 求 項 ４ 】
  平 面 部 か ら 突 出 状 に 突 起 部 が 一 体 成 形 さ れ て い る 緩 衝 材 を パ ル プ モ ウ ル ド 成 形 す る た め
の 製 造 金 型 で あ っ て 、 該 製 造 金 型 は 、 前 記 平 面 部 を 成 形 す る た め の ベ ー ス 部 材 と 、 該 ベ ー
ス 部 材 に 固 設 さ れ る 前 記 突 起 部 を 成 形 す る た め の 別 体 の コ ン ポ ー ネ ン ト 化 し た 突 起 部 材 で
構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 製 造 金 型 。
【 請 求 項 ５ 】
  前 記 突 起 部 材 は 、 中 空 に 形 成 さ れ 、 高 さ ， 形 状 の 異 な る 複 数 種 の も の が 用 意 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 製 造 金 型 。
【 請 求 項 ６ 】
  前 記 突 起 部 材 の 前 記 ベ ー ス 部 材 へ の 固 設 個 数 は 、 被 緩 衝 物 の 質 量 ， 許 容 加 速 度 値 ， 突 起
部 個 数 の 相 関 を 示 し た 緩 衝 特 性 線 図 か ら 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ま た は 請 求
項 ５ に 記 載 の パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 製 造 金 型 。
【 請 求 項 ７ 】
  平 面 部 か ら 突 出 状 に 突 起 部 が 一 体 成 形 さ れ て い る 緩 衝 材 を パ ル プ モ ウ ル ド 成 形 す る た め
の 製 造 金 型 で あ っ て 、 該 製 造 金 型 は 、 前 記 平 面 部 を 成 形 す る た め の 平 板 状 の ベ ー ス 部 材 に
、 前 記 突 起 部 を 成 形 す る た め の コ ン ポ ー ネ ン ト 化 し た 突 起 部 材 が 一 体 化 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 製 造 金 型 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 緩 衝 物 の 包 装 緩 衝 材 と し て 用 い る た め に パ ル プ モ ウ ル ド 成 形 さ れ る パ ル プ
モ ウ ル ド 緩 衝 材 、 及 び 、 そ の 製 造 金 型 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 ガ ス テ ー ブ ル ， ビ デ オ テ ー プ レ コ ー ダ ー 等 の 電 気 機 器 等 の 梱 包 緩 衝 材 と し て は 、
発 泡 ス チ ロ ー ル 成 形 体 が 使 用 さ れ て い る が 、 発 泡 ス チ ロ ー ル 成 形 体 は 廃 棄 処 分 方 法 に 多 く
の 問 題 点 を 有 し て い る た め 、 環 境 保 護 と か 資 源 の 有 効 利 用 等 の 面 か ら 、 発 泡 ス チ ロ ー ル の
代 替 え と し て 、 無 公 害 ， 省 資 源 化 が 可 能 な 梱 包 緩 衝 材 と し て 新 聞 紙 等 の 古 紙 を 主 原 料 と す
る パ ル プ モ ウ ル ド 材 料 が 注 目 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の パ ル プ モ ウ ル ド 材 料 に よ る 梱 包 緩 衝 材 は 、 例 え ば 新 聞 紙 等 の 古 紙 か ら 得 ら れ る パ ル
プ モ ウ ル ド ス ラ リ ー を 金 型 に 吸 着 さ せ 、 脱 水 ， プ レ ス ， 乾 燥 工 程 を 経 て 成 形 さ れ る も の で
あ る 。
　 な お 、 こ の よ う な パ ル プ モ ウ ル ド 成 形 体 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ
う な も の が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ９ ４ ３ ４ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 な お 、 パ ル プ モ ウ ル ド 成 形 体 を 金 型 を 用 い て 成 形 す る に 際 し て 、 従 来 で は 、 被 緩 衝 物 の
形 状 に 合 わ せ て 木 型 を 作 成 し 、 こ の 木 型 か ら ア ル ミ 鋳 造 品 を 作 成 し て 、 さ ら に 穴 開 け ， 網
張 り 等 の 作 業 を 重 ね て 、 相 当 の 製 作 日 数 を 費 や し て 金 型 を 作 成 し て お り 、 金 型 の 作 成 に コ
ス ト が 掛 か り す ぎ て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。
　 ま た 、 そ の よ う な 金 型 を 用 い て 成 形 し た パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 で 被 緩 衝 物 を 梱 包 し た 場
合 の 緩 衝 特 性 に つ い て は 、 落 下 テ ス ト 等 を 行 わ な け れ ば 不 明 で あ り 、 良 好 な 緩 衝 特 性 が 得
ら れ な い 場 合 に は 、 金 型 を 修 正 し て 作 り 直 す 必 要 が あ り 、 さ ら に コ ス ト が 増 大 し て し ま う
と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み 案 出 し た も の で あ っ て 、 良 好 な 緩 衝 特 性 が 得 ら れ る パ
ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 、 及 び 、 安 価 に 製 作 で き る パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 製 造 金 型 を 提 供 せ
ん と す る も の で あ り 、 そ の 請 求 項 １ の パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 は 、 被 緩 衝 物 の 緩 衝 材 と し て
用 い る た め に パ ル プ モ ウ ル ド 成 形 さ れ る パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 で あ っ て 、 該 パ ル プ モ ウ ル
ド 緩 衝 材 は 、 平 面 部 か ら 突 出 状 に 、 断 面 が 先 端 に 向 か っ て 縮 小 す る 中 空 状 の 突 起 部 が 一 体
成 形 さ れ て い る こ と で あ る 。
　 ま た 、 請 求 項 ２ の パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 は 、 前 記 平 面 部 を 折 り 曲 げ て 立 体 構 造 に す る こ
と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と で あ る 。
　 ま た 、 請 求 項 ３ の パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 は 、 前 記 突 起 部 の 個 数 は 、 前 記 被 緩 衝 物 の 質 量
に 対 応 し た 個 数 に 設 定 さ れ て い る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 製 造 金 型 は 、 平 面 部 か ら 突 出 状 に 突 起 部 が 一
体 成 形 さ れ て い る 緩 衝 材 を パ ル プ モ ウ ル ド 成 形 す る た め の 製 造 金 型 で あ っ て 、 該 製 造 金 型
は 、 前 記 平 面 部 を 成 形 す る た め の ベ ー ス 部 材 と 、 該 ベ ー ス 部 材 に 固 設 さ れ る 前 記 突 起 部 を
成 形 す る た め の 別 体 の コ ン ポ ー ネ ン ト 化 し た 突 起 部 材 で 構 成 さ れ て い る こ と で あ る 。
  ま た 、 請 求 項 ５ の パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 製 造 金 型 は 、 前 記 突 起 部 材 は 、 中 空 に 形 成 さ
れ 、 高 さ ， 形 状 の 異 な る 複 数 種 の も の が 用 意 さ れ て い る こ と で あ る 。
  ま た 、 請 求 項 ６ の パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 製 造 金 型 は 、 前 記 突 起 部 材 の 前 記 ベ ー ス 部 材
へ の 固 設 個 数 は 、 被 緩 衝 物 の 質 量 ， 許 容 加 速 度 値 ， 突 起 部 個 数 の 相 関 を 示 し た 緩 衝 特 性 線
図 か ら 設 定 さ れ る こ と で あ る 。
  ま た 、 請 求 項 ７ の パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 製 造 金 型 は 、 平 面 部 か ら 突 出 状 に 突 起 部 が 一
体 成 形 さ れ て い る 緩 衝 材 を パ ル プ モ ウ ル ド 成 形 す る た め の 製 造 金 型 で あ っ て 、 該 製 造 金 型
は 、 前 記 平 面 部 を 成 形 す る た め の 平 板 状 の ベ ー ス 部 材 に 、 前 記 突 起 部 を 成 形 す る た め の コ
ン ポ ー ネ ン ト 化 し た 突 起 部 材 が 一 体 化 さ れ て い る こ と で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 は 、 平 面 部 か ら 突 出 状 に 、 断 面 が 先 端 に 向 か っ て 縮 小 す
る 中 空 状 の 突 起 部 が 一 体 成 形 さ れ て い る こ と に よ り 、 平 面 部 と 突 起 部 か ら な る 単 純 な 構 造
で あ り 、 突 起 部 で 良 好 な 緩 衝 性 能 が 得 ら れ る と と も に 、 突 起 部 に よ り 全 体 の 剛 性 も 得 ら れ
、 製 造 も 容 易 な も の と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 は 、 平 面 部 を 折 り 曲 げ て 立 体 構 造 に す る こ と が
で き る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 折 り 曲 げ て 立 体 構 造 に し て 、 突 起 部 を 被 緩 衝 物
に 当 接 さ せ て 被 せ 、 良 好 に 被 緩 衝 物 を 保 護 す る こ と が で き 、 良 好 な 緩 衝 性 能 が 得 ら れ る も
の と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 突 起 部 の 個 数 は 、 被 緩 衝 物 の 質 量 に 対 応 し た 個 数 に 設 定 さ れ て い る こ と に よ り 、
被 緩 衝 物 の 質 量 に 対 応 し て 突 起 部 の 個 数 を 設 定 す る こ と で 良 好 な 緩 衝 性 能 が 得 ら れ る こ と
と な り 、 単 純 な 構 造 で 良 好 な 緩 衝 性 能 を 確 保 で き る も の と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 ま た 、 パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 製 造 金 型 は 、 ベ ー ス 部 材 と 、 ベ ー ス 部 材 に 固 設 さ れ る 別
体 の コ ン ポ ー ネ ン ト 化 し た 突 起 部 材 で 構 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 従 来 の よ う な 複 雑 な 形
状 の 金 型 を 加 工 す る 必 要 が な く 、 木 型 を 作 成 す る 必 要 も な く 、 ベ ー ス 部 材 と 別 体 の 突 起 部
材 を 用 意 し て お け ば 良 く 、 金 型 の 製 作 時 間 を 大 幅 に 短 縮 し て 安 価 に 金 型 を 製 作 で き る も の
と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 製 造 金 型 の 突 起 部 材 は 、 中 空 に 形 成 さ れ 、 高 さ ， 形 状 の 異 な る 複 数 種 の も の が 用
意 さ れ て い る こ と に よ り 、 被 緩 衝 物 に 対 応 し た 最 適 な 高 さ ， 形 状 の 突 起 部 材 を 選 択 し 、 ベ
ー ス 部 材 へ 固 設 し て 、 パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 製 造 金 型 を 製 作 す る こ と が で き 、 こ の よ う
な 製 造 金 型 を 用 い て 、 被 緩 衝 物 に 適 し た 緩 衝 性 能 を 有 す る パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 を 良 好 か
つ 安 価 に 成 形 す る こ と が で き る も の と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
  ま た 、 突 起 部 材 の ベ ー ス 部 材 へ の 固 設 個 数 は 、 被 緩 衝 物 の 質 量 ， 許 容 加 速 度 値 ， 突 起 部
個 数 の 相 関 を 示 し た 緩 衝 特 性 線 図 か ら 設 定 さ れ る こ と に よ り 、 予 め 作 成 し た 緩 衝 特 性 線 図
か ら 、 被 緩 衝 物 を 良 好 に 緩 衝 す る た め に 必 要 な 突 起 部 の 個 数 を 算 定 す る こ と が で き 、 こ の
よ う に 算 定 さ れ た 突 起 部 の 個 数 に 応 じ た 複 数 の 突 起 部 材 を ベ ー ス 部 材 へ 固 設 し て 、 短 時 間
で 安 価 に パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 製 造 金 型 を 製 作 す る こ と が で き 、 こ の よ う な 製 造 金 型 を
用 い て 、 被 緩 衝 物 に 適 し た 緩 衝 性 能 を 有 す る パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 を 良 好 か つ 安 価 に 成 形
す る こ と が で き る も の と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
  ま た 、 パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 製 造 金 型 は 、 平 面 部 を 成 形 す る た め の 平 板 状 の ベ ー ス 部
材 に 、 突 起 部 を 成 形 す る た め の コ ン ポ ー ネ ン ト 化 し た 突 起 部 材 が 一 体 化 さ れ て い る こ と に
よ り 、 従 来 の よ う な 複 雑 な 形 状 の 金 型 を 加 工 す る 必 要 が な く 、 木 型 を 作 成 す る 必 要 も な く
、 金 型 の 製 作 時 間 を 大 幅 に 短 縮 し て 安 価 に 金 型 を 製 作 で き る も の と な る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 被 緩 衝 物 で あ る ガ ス テ ー ブ ル を 、 パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 で 梱 包 し た 状 態 の 斜 視
構 成 図 で あ る 。
　 ガ ス テ ー ブ ル １ の 長 手 方 向 両 端 側 に パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 ２ ， ２ を 嵌 め 込 ん で 、 良 好 に
ガ ス テ ー ブ ル １ を 衝 撃 か ら 保 護 す る こ と が で き 、 左 右 に 設 け ら れ る パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材
２ ， ２ は 、 図 ２ に 展 開 斜 視 図 で 示 す よ う な 形 状 に パ ル プ モ ウ ル ド 成 形 さ れ た も の で あ る 。
　 例 え ば 、 ダ ン ボ ー ル の 古 紙 ６ ０ ％ と 新 聞 紙 の 古 紙 ４ ０ ％ か ら 得 ら れ る パ ル プ モ ウ ル ド ス
ラ リ ー を 後 述 す る 金 型 に 吸 着 さ せ 、 脱 水 ， プ レ ス ， 乾 燥 過 程 を 経 て 、 例 え ば 含 水 分 ９ ． １
％ 程 度 と な る よ う に パ ル プ モ ウ ル ド 成 形 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 ２ は 、 平 板 状 の 平 面 部 ３ と 、 こ の 平 面 部 ３ か ら 上 方 へ 向 け て
突 出 さ れ た 複 数 の 突 起 部 ４ ， ４ ， ４ で 構 成 さ れ 、 平 面 部 ３ と 複 数 の 突 起 部 ４ は パ ル プ モ ウ
ル ド 成 形 に よ り 一 体 成 形 さ れ た も の で あ る 。
　 平 面 部 ３ は 、 中 央 の 底 面 片 ３ ａ の 幅 方 向 両 端 側 に 側 面 片 ３ ｂ ， ３ ｂ が 一 体 形 成 さ れ 、 ま
た 、 底 面 片 ３ ａ の 長 手 方 向 両 端 側 に つ ま 面 片 ３ ｃ ， ３ ｃ が 一 体 形 成 さ れ 、 四 隅 の コ ー ナ ー
部 に は コ ー ナ ー 片 ３ ｄ ， ３ ｄ ， ３ ｄ ， ３ ｄ が 一 体 形 成 さ れ 、 さ ら に 各 底 面 片 ３ ａ ， 側 面 片
３ ｂ ， つ ま 面 片 ３ ｃ ， コ ー ナ ー 片 ３ ｄ を 仕 切 る よ う に 折 り 曲 げ 部 ３ ｅ ， ３ ｅ が 線 状 に 一 体
形 成 さ れ て 、 全 体 と し て 平 板 状 を 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う な 平 面 部 ３ の 底 面 片 ３ ａ に は 、 断 面 が 先 端 に 向 か っ て 縮 小 す る 中 空 状 の ８ 個 の
突 起 部 ４ ， ４ ， ４ ， ４ が 一 体 成 形 さ れ て お り 、 ま た 、 左 右 の 側 面 片 ３ ｂ ， ３ ｂ に は 、 そ れ
ぞ れ ４ 個 の 突 起 部 ４ ， ４ ， ４ ， ４ が 一 体 成 形 さ れ て お り 、 ま た 、 両 側 の つ ま 面 片 ３ ｃ に は
、 そ れ ぞ れ ４ 個 の 突 起 部 ４ ， ４ ， ４ ， ４ が 一 体 成 形 さ れ て い る 。
　 な お 、 各 突 起 部 ４ は 截 頭 円 錐 形 状 に 形 成 さ れ 、 先 端 部 の 中 央 部 は 変 形 し 易 い 構 造 と な っ
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て お り 、 先 端 部 の 外 周 部 分 で 被 緩 衝 物 か ら の 圧 縮 荷 重 を 受 け る よ う に 構 成 さ れ 、 先 端 部 の
外 周 部 分 に 荷 重 を 集 中 し 、 高 い 摩 擦 力 を 得 て 、 確 実 に 被 緩 衝 物 を 保 持 で き る よ う に 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ の よ う に パ ル プ モ ウ ル ド 成 形 さ れ た パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 ２ を 、 図 ３ の 斜 視 図 で 示
す よ う に 、 折 り 曲 げ 部 ３ ｅ ， ３ ｅ ， ３ ｅ を 介 し て 突 起 部 ４ ， ４ ， ４ が 内 側 と な る よ う に 箱
状 に 折 り 曲 げ て 立 体 構 造 と す る こ と が で き る 。
　 な お 、 立 体 構 造 と す る 際 に 、 図 ４ の 拡 大 図 で 示 す よ う に 、 各 コ ー ナ ー 片 ３ ｄ ， ３ ｄ ， ３
ｄ は 内 側 へ 折 り 重 ね ら れ た 状 態 と さ れ る 。
　 こ の 図 ３ の よ う に 折 り 曲 げ て 立 体 構 造 と し た 後 に 、 図 １ に 示 す よ う に 、 被 緩 衝 物 で あ る
ガ ス テ ー ブ ル １ の 長 手 方 向 両 端 側 に そ れ ぞ れ パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 ２ ， ２ を 被 せ る こ と が
で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 本 例 に お け る パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 ２ の 各 突 起 部 ４ は 、 高 さ が ４ ０ mmで 、 テ ー パ
ー 角 が １ ５ 度 を な す 截 頭 円 錐 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 こ の よ う な パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 ２ で 梱 包 し た ガ ス テ ー ブ ル １ を 、 ６ ０ cmの 高 さ
か ら 落 下 さ せ た 落 下 衝 撃 試 験 の 結 果 を 図 ５ に 示 す 。
　 即 ち 、 ６ ０ cmの 落 下 衝 撃 試 験 で は 、 底 面 片 ３ ａ の 面 が 床 面 に 落 下 し て 衝 撃 を 受 け た 場 合
、 最 大 加 速 度 （ Ｇ ） は ３ ８ ． ０ の 値 と な っ て お り 、 ま た 、 側 面 片 ３ ｂ の 面 が 落 下 衝 撃 を 受
け た 場 合 の 最 大 加 速 度 （ Ｇ ） は ３ ６ ． ４ と な っ て お り 、 ま た 、 つ ま 面 片 ３ ｃ の 面 が 落 下 衝
撃 を 受 け た 場 合 の 最 大 加 速 度 （ Ｇ ） は ３ ４ ． ６ の 結 果 が 得 ら れ て お り 、 底 面 ， 側 面 ， つ ま
面 で は そ れ ぞ れ 、 設 定 し た 許 容 加 速 度 ３ ５ Ｇ に 対 し 、 ５ Ｇ 以 内 の 誤 差 範 囲 と な っ て お り 、
良 好 な 緩 衝 性 能 が 得 ら れ た こ と が 確 認 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 即 ち 、 本 例 で は 、 底 面 片 ３ ａ に ８ 個 の 突 起 部 ４ ， ４ ， ４ を 設 け て 、 こ の ８ 個 の 突 起 部 ４
で 底 面 の 衝 撃 を 緩 衝 す る こ と が で き 、 ま た 、 左 右 の 側 面 片 ３ ｂ ， ３ ｂ で は 合 計 ８ 個 の 突 起
部 ４ ， ４ ， ４ に よ り 側 面 の 衝 撃 を 良 好 に 緩 衝 す る こ と が で き 、 ま た 、 両 側 の つ ま 面 片 ３ ｃ
， ３ ｃ で は 合 計 ８ 個 の 突 起 部 ４ ， ４ ， ４ に よ り 良 好 な 衝 撃 緩 衝 性 能 が 得 ら れ る も の で あ る
。
　 な お 、 こ の よ う に 各 面 片 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ で そ れ ぞ れ 突 起 部 ４ ， ４ ， ４ を ８ 個 に 設 定 し
た の は 、 被 緩 衝 物 で あ る ガ ス テ ー ブ ル １ の 質 量 に 対 応 さ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 発 明 者 ら は 別 に 、 突 起 部 ４ の 高 さ 及 び 形 状 及 び テ ー パ ー 角 の 異 な る も の を 作 成 し
て 、 衝 撃 試 験 を 行 っ て お り 、 そ の 試 験 結 果 で は 、 突 起 部 ４ の 形 状 は 、 截 頭 円 錐 形 状 が 最 も
緩 衝 特 性 が 良 く 、 し か も 突 起 部 ４ の テ ー パ ー 角 が １ ５ 度 の も の が 最 も 良 好 な 緩 衝 特 性 が 得
ら れ て お り 、 ま た 、 突 起 部 ４ の 高 さ は ４ ０ mm程 度 の も の が 最 も 良 好 な 緩 衝 特 性 が 得 ら れ た
も の で あ る 。
　 な お 、 突 起 部 ４ の テ ー パ ー 角 が １ ０ ～ ２ ０ 度 程 度 の も の で あ っ て も 、 ま た 、 突 起 部 ４ の
形 状 が 截 頭 楕 円 錐 形 状 ， 截 頭 四 角 錐 形 状 等 の も の で あ っ て も 、 良 好 な 緩 衝 性 能 が 得 ら れ る
こ と が 確 認 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 図 ６ に 示 す も の は 、 被 緩 衝 物 の 質 量 と 、 許 容 加 速 度 と 、 突 起 部 個 数 の 相 関 を 示 し
た 緩 衝 特 性 線 図 で あ り 、 高 さ が ４ ０ mmで 、 テ ー パ ー 角 度 が １ ５ 度 の 截 頭 円 錐 形 状 の 突 起 部
４ に 設 定 し た 場 合 の も の で あ る 。
　 図 中 の 複 数 の 曲 線 は 、 突 起 部 ４ の 個 数 １ の 場 合 か ら 、 順 次 突 起 部 ４ の 個 数 を 増 加 さ せ て
、 ２ 個 ， ３ 個 ， ４ 個 ， ５ 個 ， ６ 個 ， ７ 個 ， ８ 個 ， ９ 個 ， １ ０ 個 ， １ １ 個 ， １ ２ 個 ， １ ３ 個
１ ４ 個 と し た 場 合 の も の で あ る 。
　 こ の よ う な 緩 衝 特 性 線 図 を 予 め 作 成 し て お く こ と に よ り 、 緩 衝 性 能 の 設 計 が 可 能 な も の
と な る 。 即 ち 、 被 緩 衝 物 １ の 質 量 と 突 起 部 ４ の 個 数 か ら 最 大 加 速 度 （ 許 容 加 速 度 ） の 推 定
が 可 能 な も の と な る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 例 で は 、 被 緩 衝 物 で あ る ガ ス テ ー ブ ル １ の 質 量 が １ ０ kgで あ り 、 許 容 加 速 度 を ３ ５ Ｇ
程 度 の 緩 衝 性 能 に 設 計 し よ う と す る 場 合 、 １ ０ kgと ３ ５ Ｇ の 交 わ る 点 を 求 め る と 、 突 起 部
個 数 は ８ 個 と な り 、 従 っ て 、 １ ０ kgの ガ ス テ ー ブ ル １ に 対 し て は 、 底 面 ， 側 面 ， つ ま 面 の
各 面 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ に 、 そ れ ぞ れ ８ 個 の 突 起 部 ４ ， ４ ， ４ を 設 け て お け ば 、 何 れ の 面 に
お い て も ３ ５ Ｇ 程 度 の 許 容 加 速 度 で 緩 衝 で き る も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 許 容 加 速 度 が ３ ５ Ｇ 以 上 と な る と 、 突 起 部 ４ が 強 す ぎ て ガ ス テ ー ブ ル １ 側 に 損 傷
が 発 生 す る 可 能 性 が あ り 、 ま た 逆 に 、 ３ ５ Ｇ よ り 低 い 許 容 加 速 度 で は 、 突 起 部 ４ の 潰 れ が
大 と な り 、 十 分 な 緩 衝 性 能 が 得 ら れ な い こ と と な る た め 、 許 容 加 速 度 を ３ ５ Ｇ に 設 計 し て
、 各 面 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ で そ れ ぞ れ ８ 個 の 突 起 部 ４ ， ４ を 設 け て 、 良 好 な 緩 衝 性 能 を 確 保
し た も の で あ る 。
　 な お 、 ６ ０ cmか ら 落 下 さ せ た 場 合 の 衝 撃 試 験 は 、 前 述 し た 図 ５ で 示 す よ う な 結 果 と な っ
て お り 、 ほ ぼ 設 計 値 の 許 容 加 速 度 ３ ５ Ｇ に 近 い 結 果 が 得 ら れ て 、 各 面 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ に
お け る 緩 衝 性 能 が 良 好 な も の で あ る こ と が 確 認 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 図 ７ に は 、 突 起 部 ４ の 数 を ９ 個 に 設 定 し 、 突 起 部 ４ の 高 さ を ４ ０ mmに 設 定 し 、 高
さ ６ ０ cmか ら 落 下 さ せ た 場 合 の 、 原 料 と な る 古 紙 の 違 い に よ る 動 的 圧 縮 特 性 を 示 し て い る
。
　 図 ７ の 結 果 で 示 す よ う に 、 白 Ｏ Ａ 古 紙 が １ ０ ０ ％ の 原 料 の 場 合 に は 、 被 緩 衝 物 の 質 量 が
あ ま り 大 な も の に は 不 向 き で 、 そ の 使 用 範 囲 が 狭 く な っ て い る が 、 最 大 加 速 度 （ Ｇ ） は 他
の 新 聞 古 紙 １ ０ ０ ％ ， ダ ン ボ ー ル 古 紙 ６ ０ ％ ＋ 新 聞 古 紙 ４ ０ ％ の も の と ほ ぼ 同 程 度 な も の
と な っ て い る 。 従 っ て 、 パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 ２ の 原 料 は 、 ダ ン ボ ー ル ， 新 聞 ， Ｏ Ａ 古 紙
の 何 れ も 使 用 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 そ の 他 の パ ル プ モ ウ ル ド 材 で も 良 好 な 結 果 が 得 ら れ て
お り 、 ど の よ う な パ ル プ モ ウ ル ド 材 で も 使 用 が 可 能 で あ る 。
　 な お 、 パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 ２ の 各 面 ３ ａ ， ３ ｂ ， ３ ｃ に お け る 突 起 部 ４ ， ４ ， ４ の 配
置 位 置 は 、 被 緩 衝 物 で あ る ガ ス テ ー ブ ル １ の 形 状 に 対 応 さ せ た も の で あ り 、 突 起 部 ４ ， ４
， ４ の 先 端 が 良 好 に ガ ス テ ー ブ ル １ に 当 接 す る よ う な 位 置 に 配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 例 の パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 ２ で は 、 平 板 状 の 平 面 部 ３ か ら 突 出 状 に コ ン ポ ー ネ ン ト 化
し た 突 起 部 ４ ， ４ ， ４ が 一 体 成 形 さ れ 、 そ の 後 に 折 り 曲 げ て 立 体 構 造 に し て 使 用 す る こ と
が で き 、 安 価 に 製 造 す る こ と が で き る も の で あ る 。
　 こ の よ う な パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 ２ を パ ル プ モ ウ ル ド 成 形 す る た め の 製 造 金 型 に つ い て
、 図 ８ ～ 図 １ ０ に お い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ８ の 斜 視 図 で 示 す よ う に 、 製 造 金 型 ５ は 、 平 板 状 の ベ ー ス 部 材 ６ と 、 こ の ベ ー ス 部 材
６ 上 に 固 設 さ れ る 別 体 で 形 成 さ れ た 複 数 の 突 起 部 材 ７ ， ７ ， ７ で 構 成 さ れ て い る 。
　 ベ ー ス 部 材 ６ は 、 底 面 部 ６ ａ の 幅 方 向 両 側 に そ れ ぞ れ 側 面 部 ６ ｂ ， ６ ｂ が 連 続 状 に 設 け
ら れ て お り 、 ま た 、 底 面 部 ６ ａ の 長 手 方 向 両 側 に 連 続 状 に つ ま 面 部 ６ ｃ ， ６ ｃ が 設 け ら れ
て お り 、 ま た 、 四 隅 に は コ ー ナ ー 部 ６ ｄ ， ６ ｄ ， ６ ｄ ， ６ ｄ が 連 続 し て 設 け ら れ 、 全 体 が
平 板 状 に ア ル ミ 等 で 形 成 さ れ た も の で あ り 、 底 面 部 ６ ａ ， 側 面 部 ６ ｂ ， つ ま 面 部 ６ ｃ ， コ
ー ナ ー 部 ６ ｄ を そ れ ぞ れ 仕 切 る よ う に し て 折 り 曲 げ 用 溝 部 ６ ｅ ， ６ ｅ ， ６ ｅ が 一 体 形 成 さ
れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 こ の ベ ー ス 部 材 ６ の 各 面 部 ６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ ， ６ ｄ に は 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ に 拡 大
し て 示 す よ う に 、 多 数 の 貫 通 孔 ６ ｆ ， ６ ｆ ， ６ ｆ が 貫 通 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 突 起 部 材
７ を 取 り 付 け る 部 分 に は 、 突 起 用 孔 ６ ｇ を 形 成 さ せ 、 ま た 、 ビ ス 孔 ６ ｈ ， ６ ｈ を ２ 個 程 度
形 成 さ せ て お く こ と が で き る 。
　 な お 、 突 起 部 材 ７ は 中 空 の 截 頭 円 錐 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 ベ ー ス 部 材 ６ と 同 様 に 貫 通
状 に 貫 通 孔 ７ ａ ， ７ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 突 起 部 材 ７ の 下 面 に は 、 ビ ス ８ を ね

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-350122 A 2005.12.22



じ 込 む た め の ネ ジ 孔 ７ ｂ ， ７ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 本 例 で は 、 突 起 部 材 ７ は 、 高 さ Ｔ が ４ ０ mmに 設 定 さ れ て お り 、 ま た テ ー パ ー 角 α
は １ ５ 度 に 設 定 さ れ て い る 。 こ れ は 前 述 し た 如 く 、 高 さ ４ ０ mmで テ ー パ ー 角 １ ５ 度 程 度 の
突 起 部 ４ で 最 良 の 緩 衝 性 能 が 得 ら れ る た め 、 こ の よ う な 突 起 部 材 ７ の 形 状 及 び 寸 法 に 設 定
し た も の で あ る 。
　 こ の よ う な 突 起 部 材 ７ を 複 数 用 意 し て お き 、 ベ ー ス 部 材 ６ の 各 面 部 ６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ に
そ れ ぞ れ ８ 個 ず つ ビ ス ８ ， ８ を 用 い て 固 設 し て 、 製 造 金 型 ５ を 製 作 す る こ と が で き る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 こ の 各 突 起 部 材 ７ の ベ ー ス 部 材 ６ に 対 す る 固 設 位 置 は 、 被 緩 衝 物 １ の 形 状 に 対 応
し て 設 定 さ れ る も の で あ り 、 被 緩 衝 物 １ に 良 好 に 当 接 す る 位 置 を 選 択 し て 、 各 面 部 ６ ａ ，
６ ｂ ， ６ ｃ に 突 起 部 材 ７ を 固 設 す る こ と が で き る も の で あ る 。
　 な お 、 こ の 各 面 部 ６ ａ ， ６ ｂ ， ６ ｃ に お け る 突 起 部 材 ７ の 固 設 個 数 を ８ 個 に 設 定 し た の
は 、 前 述 し た 図 ６ に 示 す よ う な 被 緩 衝 物 の 質 量 ， 許 容 加 速 度 ， 突 起 部 個 数 の 相 関 を 示 し た
衝 撃 特 性 線 図 か ら 設 定 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う な 製 造 金 型 ５ で は 、 平 板 状 の ベ ー ス 部 材 ６ と 、 別 体 の 突 起 部 材 ７ を 複 数 用 意 し
、 突 起 部 材 ７ を ベ ー ス 部 材 ６ に 適 数 ， 適 所 に 固 設 す る の み で 、 製 造 金 型 ５ を 製 作 す る こ と
が で き 、 製 作 時 間 も 短 く 、 木 型 を 作 成 す る 必 要 も な く 、 コ ス ト を 低 減 さ せ て 製 造 金 型 ５ を
製 作 す る こ と が で き る た め 、 少 量 の パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 ２ を 製 造 す る 際 に も 、 製 造 金 型
５ の コ ス ト が 安 い た め に 良 好 に 対 応 で き る も の と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 製 造 金 型 の 突 起 部 材 ７ は 、 高 さ ４ ０ mmの 中 空 の 截 頭 円 錐 形 状 に 限 ら ず 、 高 さ ， 形
状 （ 例 え ば 截 頭 楕 円 錐 形 状 ， 截 頭 四 角 錐 形 状 等 ） の 異 な る 複 数 種 の も の を 用 意 し て お き 、
被 緩 衝 物 に 対 応 し た 最 適 な 高 さ ， 形 状 の 突 起 部 材 ７ を 選 択 し て 、 ベ ー ス 部 材 ６ に 適 数 ， 適
所 に 固 設 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 高 さ ， 形 状 の 異 な る も の に つ い て も 、 前 述 し た 図 ６ に 示 す よ う な 被 緩 衝 物 の 質 量
， 許 容 加 速 度 ， 突 起 部 個 数 の 相 関 を 示 し た 衝 撃 特 性 線 図 を 作 成 し て お き 、 予 め 作 成 し た 緩
衝 特 性 線 図 か ら 、 被 緩 衝 物 を 良 好 に 緩 衝 す る た め に 必 要 な 突 起 部 の 個 数 を 算 定 す る こ と が
で き 、 こ の よ う に 算 定 さ れ た 突 起 部 の 個 数 に 応 じ た 複 数 の 突 起 部 材 ７ を ベ ー ス 部 材 ６ へ 固
設 し て 、 短 時 間 で 安 価 に パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 製 造 金 型 を 製 作 す る こ と が で き 、 こ の よ
う な 製 造 金 型 を 用 い て 、 被 緩 衝 物 に 適 し た 緩 衝 性 能 を 有 す る パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 を 良 好
か つ 安 価 に 成 形 す る こ と が で き る も の と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 本 例 で は 、 被 緩 衝 物 が ガ ス テ ー ブ ル １ の 場 合 を 例 示 し て い る が 、 テ レ ビ ジ ョ ン ，
ビ デ オ テ ー プ レ コ ー ダ ー ， カ セ ッ ト テ ー プ レ コ ー ダ ー 等 の 電 気 機 器 、 或 い は そ の 他 の 機 械
器 具 で あ っ て も 、 被 緩 衝 物 １ の 質 量 ， 形 状 に 合 わ せ て 安 価 に 製 造 金 型 ５ を 短 時 間 で 製 作 し
て 、 優 れ た 緩 衝 性 能 が 得 ら れ る パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 ２ を 成 形 す る こ と が で き る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 本 例 で は 、 平 板 状 の ベ ー ス 部 材 ６ と 、 別 体 の 突 起 部 材 ７ を 複 数 用 意 し 、 ベ ー ス 部
材 ６ に 対 し 突 起 部 材 ７ を 適 数 ， 適 所 に 固 設 す る 構 成 の 製 造 金 型 ５ を 例 示 し て い る が 、 被 緩
衝 物 １ の 質 量 ， 形 状 に 合 わ せ て 、 ベ ー ス 部 材 ６ に 突 起 部 材 ７ を 適 数 ， 適 所 に 一 体 化 さ せ た
製 造 金 型 ５ と し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 ガ ス テ ー ブ ル を パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 で 梱 包 し た 状 態 の 斜 視 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 展 開 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 を 立 体 構 造 に 組 み 立 て た 状 態 の 斜 視 構 成 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-350122 A 2005.12.22



【 図 ４ 】 パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 組 み 立 て 時 の コ ー ナ ー 片 の 折 り 曲 げ 状 態 を 示 す 要 部 斜 視
拡 大 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 で 梱 包 し て ６ ０ cmか ら 落 下 さ せ た 場 合 の 落 下 衝 撃 試 験 線 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 被 緩 衝 物 の 質 量 と 許 容 加 速 度 と 突 起 部 個 数 の 相 関 を 示 し た 緩 衝 特 性 線 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 原 料 と な る 古 紙 別 の 動 的 圧 縮 特 性 線 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 製 造 金 型 の 斜 視 構 成 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 製 造 金 型 の ベ ー ス 部 材 に 対 す る 突 起 部 材 の 取 付 状 態 を 示 す 拡 大 斜 視 構 成 図 で あ る
。
【 図 １ ０ 】 突 起 部 材 を ベ ー ス 部 材 に 取 り 付 け る 縦 断 面 拡 大 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ 　 被 緩 衝 物 （ ガ ス テ ー ブ ル ）
　 ２ 　 パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材
　 ３ 　 平 面 部
　 ３ ａ 　 底 面 片
　 ３ ｂ 　 側 面 片
　 ３ ｃ 　 つ ま 面 片
　 ３ ｄ 　 コ ー ナ ー 片
　 ３ ｅ 　 折 り 曲 げ 部
　 ４ 　 突 起 部
　 ５ 　 パ ル プ モ ウ ル ド 緩 衝 材 の 製 造 金 型
　 ６ 　 ベ ー ス 部 材
　 ６ ａ 　 底 面 部
　 ６ ｂ 　 側 面 部
　 ６ ｃ 　 つ ま 面 部
　 ６ ｄ 　 コ ー ナ ー 部
　 ６ ｅ 　 折 り 曲 げ 用 溝 部
　 ６ ｆ 　 貫 通 孔
　 ６ ｈ 　 ビ ス 孔
　 ７ 　 突 起 部 材
　 ７ ａ 　 貫 通 孔
　 ７ ｂ 　 ネ ジ 孔
　 ８ 　 ビ ス
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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